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楽しく学
び　つながり　活かす　生涯学習

今は近代化された小作駅東口の階段下にあります。明治27年、青梅鉄道が
開通し小作駅が設置されると、下田伊左衛門が自らの土地と資金を提供し、
多くの人々からの寄付をあわせて、駅周辺の人たちのために掘った井戸です。
羽村駅近くの井戸で始まった文化財散歩は小作駅の井戸でゴールを迎えま

した。

懐古の井戸懐古の井戸懐古の井戸懐古の井戸
小学校区文化財散歩⑦（小作台小学校）小学校区文化財散歩⑦（小作台小学校）小学校区文化財散歩⑦（小作台小学校）小学校区文化財散歩⑦（小作台小学校）
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少
年
期

シ
リ
ー
ズ
特
別
支
援
教
育
④

シ
リ
ー
ズ
特
別
支
援
教
育
④

教
員
の
研
修

教
員
の
研
修

　

羽
村
市
で
は
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
適
切
な
指
導
・
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
教
員
の
資

質
向
上
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
、
特
別
支
援
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
371

研
修
会
な
ど
の
実
施
に
よ
る
教
員
の
資
質
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　特別支援教育を充実するための研修として、都立特別支援学校や
市内の特別支援学級で１日体験実習等を実施しています。また、保護
者、教育関係者の方々も参加できる講演会も行っています。

　特別支援学校、特別支援学級（固定学級）、通級指導学級で教員
の体験実習を行っています。障害のあるお子さん一人ひとりとの触れ
合いの中で、児童・生徒への指導のあり方を再確認するとともに、教
師の感性を磨いています。

通級指導学級での体験実習　 6月
固定学級での体験実習 10月
特別支援学校での体験実習 11月

◆体験実習（通常の学級の担任等を対象）

◆講演会（教員、保護者・市民の方対象）

　通級指導学級の教員が、他校に設置する特別支援教室へ巡回指
導を行う、特別支援教室モデル事業の目的や内容、それぞれの職に
応じた役割の理解を図り、モデル事業が円滑に行われるようにしてい
ます。

校長対象 9月
特別支援教育コーディネーター対象  １０月
通級指導学級担任対象 １０月
通常の学級の担任対象 7月

　学校や家庭における児童・生徒の支援を充実するため、羽村特別
支援学校、福生市や瑞穂町と共催で、特別な支援が必要な児童・生徒
の特性や支援の方法等にかかわる講演会を４回行っています。

　特別支援学級の担任と羽村特別支援学校の教員が連携して、指
導内容や方法等の専門性の向上を図る研究に取り組んでいます。

○羽村市教育委員会主催の講演会
　7月24日(火)ゆとろぎ小ホールで、講師に両国発達支援センタ
ーあんと代表の松村裕美さんをお招きし、「通常の学級における
特別支援教育」と題して講演会を実施しました。　
＊モデル事業に関わる研修（通常の学級の担任対象）を兼ねています。

◆専門性向上プロジェクト
（羽村特別支援学校と栄小学校くぬぎ学級）

　他には、7月23日㈪に福生市、８月１日㈬は羽村特別支援学校、
８月６日㈪には瑞穂町で、それぞれ講演会を行いました。

◆「特別支援教室モデル事業」の推進に関わる研修
（教員対象）

特別支援教育研修会（体験実習・講演会等）



施
策
の
方
向
１　

円
熟
し
た
人
格
が
形
成

さ
れ
、
充
実
し
た
社
会
生
活
が
送
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
市
民
大
学
講
座
▽
製
造
業

営
業
力
・
生
産
力
等
強
化
支
援
事
業
▽

農
業
後
継
者
の
育
成
▽
総
合
防
災
訓
練

▽
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▽
消
費
生
活

講
座
▽
多
文
化
共
生
へ
の
理
解
を
深
め

る
講
座
▽
芸
術
鑑
賞
事
業
▽
幅
広
い
図

書
館
の
蔵
書
の
確
保
▽
市
民
体
育
祭
▽

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
▽
就
労
に
必

要
な
講
習
会
等
の
情
報
提
供
▽
市
民
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
▽
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
活
用
し
た
学
習
情
報
の
提
供

施
策
の
方
向
２　

新
た
な
生
活
ス
テ
ー
ジ

を
視
野
に
入
れ
た
生
き
が
い
づ
く
り
と

地
域
活
動
へ
の
参
画
を
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
文
化
祭
・
体
育
祭
の
実
施

▽
社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ

る
講
座
・
講
習
▽
壮
・
高
年
者
の
地
域

回
帰
に
向
け
た
講
座
▽
地
域
人
材
の
教

育
活
動
へ
の
積
極
的
な
登
用
▽
人
材
バ

ン
ク
へ
の
登
録
・
活
用
▽
市
民
パ
ト
ロ

ー
ル
へ
の
参
画

施
策
の
方
向
１　

一
人
ひ
と
り
の
自
己
実

現
に
向
け
て
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
保
健
と
運
動
を
組
み
合
わ

せ
た
健
康
づ
く
り
講
座
▽
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
講
座
▽
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
▽
敬
老
の
つ
ど
い
、
高
齢
者

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
▽
芸
術

鑑
賞
事
業

施
策
の
方
向
２　

生
活
の
中
で
安
全
と
安

心
を
自
ら
手
に
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
総
合
防
災
訓
練
▽
消
費
生

活
講
座
▽
社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
連

携
・
協
力
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
携

帯
電
話
講
習
会
▽
多
文
化
共
生
へ
の
理

解
を
深
め
る
講
座

施
策
の
方
向
３　

豊
か
な
人
間
性
を
地
域

社
会
で
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し

ま
す

主
な
事
業　

▽
地
域
活
動
団
体
や
市
民
活

動
団
体
へ
の
加
入
促
進
▽
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
出
前
講
座
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
団
体
の
周
知
と
紹
介
▽
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援

施
策
の
方
向
１　

学
習
資
源
の
仕
組
み
を

整
え
ま
す

主
な
事
業　

▽
体
験
活
動
に
携
わ
る
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
▽
公
募
に
よ
る
登
録
と
人

材
バ
ン
ク
の
活
用
の
呼
び
か
け
▽
社
会

教
育
施
設
等
の
活
用
推
進

施
策
の
方
向
２　

学
び
、
つ
な
が
り
、
活

か
す
活
動
を
支
え
、
推
進
し
て
い
く
体

制
を
整
え
ま
す

主
な
事
業　

▽
団
体
・
サ
ー
ク
ル
ガ
イ
ド

等
の
充
実
▽
各
種
広
報
紙
（
広
報
は
む

ら
・
は
む
ら
の
教
育
な
ど
）
の
発
行
▽

生
涯
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

問
合
せ　

生
涯
学
習
総
務
課　

内
線
362

羽
村
市
生
涯
学
習
基
本
計
画

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

シ
リ
ー
ズ 

楽
し
く
学
び 

つ
な
が
り 

活
か
す 

生
涯
学
習
③

生
涯
学
習
③

平
成
24
年
〜
33
年
度

壮
年
期
（
40
〜
64
歳
）

高
年
後
期
（
65
歳
以
上
）

学
習
基
盤
と
推
進
体
制
の
充
実

少
年
期
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一
人
ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
教
育
的
支
援
を
行

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育

に
か
か
わ
る
情
報
交
換
や
連
絡
調
整
、
研
修
を
行
う
連
絡
協
議
会
を
３

回
行
っ
て
い
ま
す
。

○
学
校
関
係
者　

担
当
校
長
、担
当
副
校
長
、特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
特
別
支
援
学
級
担
任
、
通
級
指
導

学
級
担
任

○
教
育
関
係
者　

特
別
支
援
学
校
関
係
者
、幼
稚
園
担
当
者
、保

育
園
担
当
者
、教
育
相
談
員

○
行
政
関
係
者　

障
害
福
祉
課
、健
康
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）、児

童
青
少
年
課
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

保
育
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
教
育
相
談
室
、

就
学
相
談
員
、指
導
主
事

特
別
支
援
教
育
連
絡
協
議
会

（
特
別
支
援
教
育
関
係
者
の
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
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羽
村
市
の
英
語
教
育
は
、「
英
語
を

通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態

度
と
、聞
く
こ
と
、話
す
こ
と
、読
む

こ
と
、
書
く
こ
と
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
う
」

こ
と
を
目
標
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
英
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
３
人
と
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導

助
手
）
８
人
を
採
用
し
、
各
校
に
配

置
し
て
い
ま
す
。英
語
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

の
支
援
や
教
材
作
成
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
研

修
、
そ
の
他
授
業
の
質
を
高
め
る
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
、
小
学
校
の

英
語
活
動
と
中
学
校
の
英
語
科
を

効
果
的
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

小
中
一
貫
教
育
担
当

　
　
　
　

内
線
355

羽
村
市
の

　　　　

英
語
教
育

羽
村
市
の

　　　　

英
語
教
育

つ
な
ご
う
∞
育
て
よ
う
∞
い
っ
し
ょ
に

少
年
期
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う
∞
育

よ
う
∞

つ
な
つ
な

う
∞
育

よ
う
∞

紹
介
し
ま
す
！ 

小
中
一
貫
教
育
の
取
組
み

少
年
期

前期（小学校１～４年生）
「聞くこと」「話すこと」の音声面を中心とした英語を用いたコミュニ
ケーション能力の素地を育成しています。
1・2年生は年間10時間、3・4年生は年間15時間、歌ったり、ゲームを
したりして英語を使った活動を楽しんでいます。また、体を動かし遊びな
がら、場面に応じた言葉の使い方に慣れ親しむようにしています。

栄小学校の英語活動の様子

栄小学校では、9月14日(金)に1
年生が「買い物をしよう」という単
元でＡＬＴと一緒に英語活動を行い
ました。
授業では、果物・野菜・花の表現
方法を確認し、その後「果物屋・八
百屋・花屋」の店員とお客になり、
英語を使っての買い物を楽しんでい
ました。

あいさつの後、「Hello Song」をみんな
で歌いました。

児童から「Here you are.」と綺麗な
花を手渡されたALTは、とても喜んで
いました。

中期（小学校５年生～中学校１年生）
5・6年生は年間35時間の英語活動を実施し、積極的に英語を聞いたり、話したりして語学

を用いたコミュニケーションを図っています。
中学校1年生からは「読むこと」、「書くこと」を加え、学習指導要領に従ってカリキュラムを

実施しています。

　▼国名・国旗色形（カルタ）▼国の特徴や生活ヒントクイズ ▼行きたい国ビンゴゲームなど

後期（中学校２～３年生）
中学校２・３年生では、「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」などのコ

ミュニケーション能力の基礎を養っています。

小学校の英語活動の様子

９月10日（月）小学校６年生の英語の授業
に、武蔵野小学校には羽村第三中学校の英語
教員、栄小学校には羽村第二中学校の英語
教員がそれぞれ乗り入れ、授業を行いました。
栄小学校では、「時間割を作ろう」という単
元で時間割の表現を復習して、中学校教員の
超高速での「聞き取りクイズ」を熱心に聞き取
ることに挑戦しました。
児童の感想からは、「中学校の先生は英語がとても上手でした。私も大人になるま

でには、先生よりも上手になりたいです。」「授業中、自分からもっと発表しようと思う
ようになりました。次回は、たくさん手を挙げて発表したいです。」「中学校に行った時
に役立てたいです。」と英語に対するさらなる学習意欲の向上が感じられました。

羽村第二中学校の授業の様子

羽村第二中学校では、10月3日（水）の英語の授業
の冒頭、英単語のビンゴゲームを行いました。教員の投
げかけに対して生徒は興味・関心を示し、楽しそうに取
り組んでいました。その後、名詞・助動詞の復習をして
から授業の主となる活動を行いました。この時間では「Y
シャツを探しに来たお客」と「店員」との会話を聞き、日本
語に訳すという活動です。
英語教員は、日本と外国の文化の違いなどをわかりやすく説明しながら授業を進

めていました。

●小学生のメリット●
乗り入れ授業において、中学校の英語教
員から指導を受けることで英語に関す
る興味・関心を高められる。
中学校への期待が膨らむ。
コミュニケーションの能力の素地を育
成することで、中学校の学習にスムーズ
に移行できる。

●中学生のメリット●
小学校で学習した内容を繰り返
し復習することで学習内容がよ
り身に付きやすくなる。
小学校の教員も役割を分担して
授業に参加することで、生徒は安
心して学習に参加できる。

つながり

小学校教員

ALT
英語コーディネーター

中学校教員羽
村
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
」
を
、
随
時
、
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
ア
ク
セ
ス
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⇒

羽
村
市
教
育
委
員
会

⇒

小
中
一
貫
教
育⇒

取
組
み
）

●共通カリキュラム（一例）●
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少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

図
書
館
で
は
、
次
の
期
間
、
資
料
の
一

斉
点
検
な
ど
を
行
う
蔵
書
点
検
を
実
施
す

る
た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間　

11
月
26
日
（
月
）
〜
12
月
３

日
（
月
）

　

期
間
中
は
、
小
作
台
図
書
室
と
各
分
室

も
休
館
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

本
の
返
却
は
、
本
館
お
よ
び
小
作
台
図

書
室
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。（
視
聴
覚
資
料
と
他
館
か
ら

『
す
て
き
な
絵
本
の
世
界
へ
』

の
借
用
資
料
は
12
月
４
日（
火
）以
降
に
、

直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。）

※

休
館
に
伴
い
、
図
書
な
ど
の
貸
出
期
間

が
変
更
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
貸
出

時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雑
誌
の
貸
出
日
変
更　

休
館
期
間
中
に
貸

出
可
能
と
な
る
雑
誌
は
、
11
月
24
日

（
土
）
か
ら
貸
出
し
を
開
始
し
ま
す
。

図
書
館
の
蔵
書
点
検
中
、
ゆ
と
ろ
ぎ
の

創
作
室
を
学
習
用
に
開
放
し
ま
す
。
利
用

す
る
場
合
は
、
ゆ
と
ろ
ぎ
１
階
受
付
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
放
日
時　

11
月
27
日（
火
）〜
29
日（
木
）、

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
・

午
後
１
時
〜
５
時

問
合
せ　

図
書
館

日
頃
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
図
書
館

の
裏
側
を
見
学
し
た
り
、
図
書
の
分
類
や

検
索
機
の
使
い
方
な
ど
、
知
っ
て
い
る
と

さ
ら
に
図
書
館
が
楽
し
く
身
近
に
な
る
お

話
を
し
ま
す
。
蔵
書
点
検
の
様
子
も
見
学

し
ま
す
。

日　

時　

12
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

４
時

会　

場　

図
書
館

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

15
組
（
30
人
）

申
込
方
法　

11
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時

か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
図
書
館
へ
。

小
学
生
の
み
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

図
書
館

図
書
館
で
活
躍
し
て
い
る
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
、
合
同
で
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
各
サ
ー
ク

ル
が
得
意
の
手
法
を
使
っ
て
、
お
は
な
し

の
世
界
を
魅
了
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
お
は
な
し
会
で
す
。
ご
家
族

や
友
だ
ち
を
誘
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
人
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日　

時　

12
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
45

分
〜
11
時
45
分

会　

場　

図
書
館
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

参
加
サ
ー
ク
ル

【
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
】

赤
ち
ゃ
ん
向
け
お
は
な
し
会
で
、
パ

ペ
ッ
ト
や
音
楽
を
使
っ
て
絵
本
の
世
界

を
楽
し
み
ま
す
。

【
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
ね
ず
み
く
ん
】

幼
児
向
け
お
は
な
し
会
を
担
当
し
て

い
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。

【
え
ほ
ん
の
樹
】

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
中
心
と
し
た

サ
ー
ク
ル
で
す
。

【
木
い
ち
ご
】

何
も
見
ず
に
物
語
を
語
る
、
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
小

学
生
向
け
お
は
な
し
会
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

※

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
も
随
時
募
集
中
で

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
図
書
館
へ

問
合
せ　

図
書
館

□
親
子
で
図
書
館
見
学

□
お
は
な
し
夢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　

〜
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
〜

□
図
書
館
蔵
書
点
検

□
ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い



乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

少
年
期

11
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）は

　
　
　
　

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す

I N FORMAT ION

毎
年
11
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
は
、

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す
。全
国
で

文
化
財
の
公
開
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

羽
村
市
で
は
、「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー

ク
２
０
１
２
」参
加
事
業
と
し
て
、
国
指

定
文
化
財
や
東
京
都
指
定
文
化
財
の

公
開
・
解
説
カ
ー
ド
の
配
布
を
し
て
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
、
市
内
の
文
化
財
散

歩
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

羽
村
市
の
公
開
文
化
財（
予
定
）

特
別
天
然
記
念
物　

タ
ン
チ
ョ
ウ（
動
物

公
園
）

特
別
天
然
記
念
物　

土
佐
の
オ
ナ
ガ
ド

リ（
動
物
公
園
）

天
然
記
念
物　

地
鶏　

他
日
本
鶏
12
種

（
動
物
公
園
）

史
跡　

玉
川
上
水

重
要
有
形
民
俗
文
化
財　

羽
村
の
民
家

（
旧
下
田
家
）と
そ
の
生
活
用
具

都
指
定
有
形
文
化
財　

阿
蘇
神
社
本
殿

都
指
定
天
然
記
念
物　

阿
蘇
神
社
の
シ
イ

都
指
定
天
然
記
念
物　

羽
村
橋
の
ケ
ヤ
キ

「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
２
」

は
、
都
内
全
域
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
場
所

市
役
所
１
階
案
内

市
役
所
西
庁
舎
３
階
生
涯
学
習
総
務
課

郷
土
博
物
館

問
合
せ　

生
涯
学
習
総
務
課 

内
線
362

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
声
変
わ
り

を
す
る
十
五
歳
こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
ど
れ
だ
け

の
人
と
関
わ
り
合
い
、ど
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け

て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

す
る
か
。
そ
れ
は
周
り
の
大
人
の
大
き
な
責
任

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

羽
村
に
住
ん
で
三
十
余
年
。こ
の
地
で
娘
を

育
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
、
学

校
経
営
に
も
携
わ
り
、いつ
し
か
孫
を
得
る
歳
に

な
り
ま
し
た
。
羽
村
は
生
ま
れ
た
大
阪
に
次
ぐ

第
二
の
故
郷
で
す
。そ
の
羽
村
で
今
回
教
育
委

員
会
委
員
と
い
う
大
役
を
頂
戴
し
、
私
に
何
が

で
き
る
の
か
と
日
々
自
問
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
確
信
し
て
い
る
こ
と
は
、小
学
校
に
長
く

勤
め
、
現
在
は
保
育
園
に
い
て
多
く
の
幼
い
子
ど

も
た
ち
と
接
し
て
い
る
自
分
は
、よ
り
多
数
の
、

よ
り
多
様
な
子
ど
も
の
姿
と
成
長
を
知
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。そ
の
経
験
が
羽
村
の

教
育
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。「
零
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
子
ど

も
時
代
を
羽
村
で
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
」と
一

人
で
も
多
く
の
人
が
思
え
る
よ
う
に
、
大
人
の

責
任
と
し
て
職
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員　

江
本　

裕
子

『
大
人
の
責
任
と
し
て
』

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

7 はむらの教育 ２4.11.１

▲羽村橋のケヤキ

▼旧下田家



8はむらの教育 ２4.11.１

歌
と
お
話　
　

市
野
宗
彦
さ
ん

ピ
ア
ノ
：
吉
村
安
見
子　

ギ
タ
ー
：
青
木
武　

歌
：
佐
伯
義
人

日　

時　

11
月
４
日（
日
）午
後
６
時
30
分
〜
８
時
45
分

会　

場　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

定　

員　

先
着
２
４
０
人

主　

催　

第
43
回
羽
村
市
文
化
祭
実
行
委
員
会　

後　

援　

羽
村
市
・
羽
村
市
教
育
委
員
会
・
羽
村
市
文
化
協
会

※

第
43
回
羽
村
市
文
化
祭
は
展
示
、
ホ
ー
ル
と
も
に
11
月
４
日

（
日
）ま
で
ゆ
と
ろ
ぎ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

12
月
２
日（
日
）午
後
１
時
開
演（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

会　

場　

ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト　

石
垣
ま
さ
ひ
ろ
さ
ん（
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
）

舞
踊
連
盟
加
盟
団
体
に
よ
る
新
舞
踊

主　

催　

羽
村
市
文
化
協
会

特定非営利活動法人 羽村市体育協会　Ｔｅｌ 555-1698

　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

音
楽
講
演
会
「
海
の
歌
」

音
楽
講
演
会
「
海
の
歌
」

羽
村
市
文
化
祭
特
別
企
画

羽
村
市
文
化
祭
特
別
企
画

第
３
回
羽
村
舞
踊
ま
つ
り

第
３
回
羽
村
舞
踊
ま
つ
り

羽
村
市
文
化
協
会　08

0
-2
5
5
8
-1
0
1
0

Ｔｅｌ

日　

時　

平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）　

※

雨
天
実
施　

会　

場　

富
士
見
公
園
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

部　

門　

①
町
内
会
・
自
治
会
対
抗
の
部

②
中
学
生
女
子
の
部

③
一
般
女
子
の
部

④
50
歳
以
上
の
部

⑤
中
学
生
男
子
の
部

⑥
一
般
の
部

レ
ー
ス　

第
１
レ
ー
ス　

午
前
９
時
30
分　

①
〜
④

第
２
レ
ー
ス　

午
前
10
時
20
分　

⑤
⑥

主　

催　

羽
村
市
教
育
委
員
会

主　

管　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
羽
村
市
体
育
協
会

※

募
集
案
内
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
は
む
ら
平
成
25
年
１

月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

各
レ
ー
ス
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
二
人
三
脚 

間
坂
第
一
町
内
会

○
む
か
で
競
走 

緑
ヶ
丘
第
一
町
内
会

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー 

小
作
台
小
学
校
Ｂ

○
小
・
中
学
校
対
抗
リ
レ
ー

 

・
小
学
校 

武
蔵
野
小
学
校

 

・
中
学
男
子 

羽
村
第
一
中
学
校
Ａ

 

・
中
学
女
子 

羽
村
第
二
中
学
校
Ａ

○
は
む
ら
ラ
リ
ー 

上
水
通
り
町
内
会

○
市
民
総
力
リ
レ
ー 

田
ノ
上
第
三
町
内
会

第
65
回
羽
村
市
市
民
体
育
祭　

結
果

第
31
回
羽
村
市
駅
伝
大
会　

予
告

再生紙を使用しています
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